
全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 嶋口グループ       活動期間：２１年４月～６月（♯４政治センター幹事会報告）

産業目線

【活動項目】 ②企業誘致 【活動テーマ】    新たな産業地周辺のインフラ整備促進と住宅地の確保

到達目標
・令和元年１０月に策定した都市計画マスタープランで農地から工業用地に変更することができたものの、民間主導の開発となったこ

とにより道路や下水等のインフラ整備が遅れているため、事業化に向けて目処をつける。
・農地から住宅地へ位置付けられた場所の開発時期の明確化を図る。

前回まで

活動状況

・以前より新たな工業用地を提言してきたが、令和元年度策定の都市計画マスタープランの改訂において、碧南市北部に新たな“産業
地”・“住宅地”として位置付けられ、要望書や一般質問等で確認・提言をしてきた。

・産業地における道路網計画図等を住民に公表し取り組みが進められてきた。また、「中小企業北部産業地進出促進事業補助金」や
「中小企業再投資促進事業補助金」等の補助制度も新設し、進出しやすい環境も整備してきた。

・令和３年度当初予算に道路整備や排水管整備等のインフラ整備予算を確保した。

今回

具体的活動

◎…予定前倒し

〇…予定通り

△…遅れあり

◎産業地における企業の進出状況 （用地面積 ３５.５ha）

・進出済 ・・・ １社（１.０ha）  

・整備中 ・・・ ３社（２.７ha）

・手続中 ・・・ ０社

◎産業地におけるインフラ整備状況

【道路工事】

・工 事 名：市道雁道１号線道路改良工事

・工事場所：碧南市雁道町地内始め

・工事期間：令和３年６月８日から

令和４年３月１４日

・工事概要：施工延長 ３１０ｍ

  施行幅員 ９.５ｍ

舗装工  ３１５５㎡

【排水管整備】

・工 事 名：北部工業地排水管整備工事（第１工区）

・工事場所：碧南市井口町地内始め

・工事期間：令和３年５月２５日から令和４年２月２８日

・工事概要：施工延長 ５６６ｍ     マンホール設置 １１基

管きょ延長 φ２５０-２０５ｍ φ３００-２３０ｍ

【図や活動の様子が分かる写真など】

今後の活動
◎ 北部産業地及び居住地の整備が遅延することがないよう、企業及び近隣住民の声を聞く中で、更なる調査研究を行い、この

事業が成功するよう、引き続き市に対して提言を進める。

碧南市 所属議員 石川輝彦 ・神谷悟

今回の進捗

【 〇 】

【進出した企業】

【整備が決定した道路】

（令和３年６月９日撮影）



全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 嶋口グループ     活動期間：２１年４月～６月（♯４政治センター幹事会報告）

組合員目線

【活動項目】 ⑥福祉・介護 【活動テーマ】 高齢者福祉の拡充（介護離職ゼロのまちづくりを目指して!）

到達目標

【中⾧期の目標】２０２５年にまでに向けて
・高齢者の移動手段の拡充に向け、市内循環バスの利便性の向上また、広域交通ネットワークの形成に向けて拡充を図る。
・地域包括ケアシステムの深化及び推進を進め、地域包括支援センターの更なる充実を図る。
【２９期後半期達成目標】

・高齢者の外出促進及び、居場所づくりによる健康保持に向けた施策推進を図る。

前回まで

活動状況

《高齢者への外出支援＆居場所づくり》について会派要望書を提出
〇認知症等個人賠償責任保険事業

・碧南市が契約者となる個人賠償責任保険に加入することで、日常生活における偶然な
事故で家族等が損害賠償責任を負った場合に保険金の支払いを受けることができる。

〇西端地区へ地域包括支援センターを設置（高齢者の居場所づくり）
・市内では 4 か所目となる地域包括支援センターを新設し拡充を図る。

今回

具体的活動

◎…予定前倒し

〇…予定通り

△…遅れあり

〇コロナ禍での緊急事業が開始
□外出支援サービス事業

・移送用車両による外出支援サービスを提供することにより、在宅高齢者の自立生活の
支援及び介護者の負担軽減を図る目的で開始

従来事業+ワクチン接種のため移動支援（２往復）を追加
〇民間開発による高齢者施設・児童発達支援施設・こども園・地域交流サロンが隣接する
  複合施設を開設予定（2022 年 4 月）

□目的

・核家族の増加、地域の繋がり希薄化等、各世代の方々が刺激を
受けながら、垣根のない心豊かで良好な環境をつくる
□定員  ・高齢者ディサービス 30 名 ・児童発達支援所１０名
・放課後ディサービス 10 名 ・幼保連携認定こども園１２５名

【図や活動の様子が分かる写真など】

今後の活動
◎高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるように、保健・医療・福祉が連携して地域の高齢者を支えていく体制づくりを

目指して一般質問、予算要望等で市に対して提言を進め、活動を加速させていきたい。

碧南市 所属議員 神谷 悟 ・石川輝彦

今回の進捗

【 〇 】

●高齢者施設・児童発達支援施設・

こども園が併設される複合施設



 

２．２９期（後） 取り組みテーマについて 

 

（１）産業目線 産業目線①～④項目から選択 

碧南市取り組み項目 ②企業誘致 
 

碧南市取り組みテーマ 進出企業の経営と定住に対する支援の実現 

 

（２）組合員目線 組合員目線①～⑥項目から選択 

碧南市取り組み項目 ⑥福祉・介護 
 

碧南市取り組みテーマ 高齢者福祉・障がい者福祉の拡充 

 

選定理由・背景・思い 組織内議員の具体的取り組み内容 

・北部に新たな工業用地を確保したが、コロナ禍により経済が停滞しており、進出に二の足を踏んでい

る企業がある。企業が新たな工業用地に進出していただけるよう、経営面での支援施策（補助制度や

減免制度等）を作る必要がある。 

・北部工業用地は農地から変更であるため、周辺道路の渋滞解消及び交通安全の確保、農水等の改良が

必要であると同時に、近隣住民への理解活動が必要である。 

・進出した企業の従業員の確保のためにも、工業用地の造成と同時に、住宅用の土地の確保と造成を行

い、ＵＩＪターンも含めた定住施策が必要である。 

① 新たな工業用地と住宅用地、道路等の現状と造

成計画の調査と提言 

 

② 進出企業に対する支援施策の調査研究と提言 

 

③ ＵＩＪターンも含めた定住政策の調査研究と

提言 

選定理由・背景・思い 組織内議員の具体的取り組み内容 

 

・超高齢化社会に向け、元気な高齢者を増やすための施策を拡充し、今後、増え続けるであろう扶助費
の増加を抑える施策が必要である。 

 
・高齢者の移動手段の拡充に向け、市内循環バスの利便性の向上及び広域交通ネットワークの形成に 
 向けた施策が必要である。 
 
・団塊の世代が後期高齢者となる２０２５年を見据えて、地域包括ケアシステムの深化及び推進のため 
 市民相談窓口の最前線である地域包括支援センターの更なる充実が必要である。 

 

 

① 高齢者の外出促進による健康保持に向けた施

策を提言 

② 高齢者、障がい者等の交通弱者の利便を図るた

めの施策を提言 

③ 各地区毎に地域包括支援センターを設置し、身

近な場所で見守り体制の強化を提言 

（参考）碧南市　テーマ登録背景


